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の利便性と操作性を考慮してタブレット（Apple 社 iPad Air）とした。また、使用するタ
ブレットや血圧計、酸素飽和度計等の操作方法を記したパンフレットを作成した。  
研究２の結果、対象者は 3 名の女性（平均年齢 67.3 歳）で、日ごろ使用している通信デ
バイスは 3 名ともフューチャーフォンであり、うち 2 名はメール操作が可能であったが、
1 名は通話機能のみであった。症状モニタリングの平均所要時間（計測とデータ送信に要
する時間）は 1 日目約 16 分、3 日目約 10 分、2 週間終了時は約 6 分に短縮され、再開後
も約 8 分で実施可能であり再現性が確認された。全員がタブレット操作は初めてであった
が、事前のオリエンテーションと実際の機器を用いた 3 回程度の操作練習で手技を獲得で
きた。面接調査では、全員が特に負担感はなく健康管理に有用であると回答し、改善点と
して、「入力画面の文字が小さい」、「質問項目の選択肢表示がわかりにくい」、ビデオ通話
システムについて「音量設定が難しい」、「操作方法を忘れやすい」等が明らかとなった。  
【考察・結論】  
 終末期がん患者が負担なく使用できるタブレットを用いたテレナーシングプログラムを
作成し、研究２の結果をもとに改良した。本研究では、ICT 通信機器の操作経験がない対
象者であっても、丁寧なオリエンテーションと操作練習によって手技の獲得が可能である
こと、生活上大きな負担なく症状モニタリングの継続が可能であることが示された。今後
は本研究成果をもとに、終末期がん患者を対象にプログラムの効果を検証していきたい。  
〔学会発表・論文発表の状況〕  
・日本緩和医療学会学術大会、日本がん看護学会学術集会で発表予定である。  
